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東日本大震災に係る被害状況及び復旧状況の概要 

 

 

１ 地震の概況 

（1）発生 日 時  平成 23 年３月 11 日（金）14 時 46 分頃 

（2）震 央 地 名  三陸沖（北緯 38.0 度，東経 142.9 度 牡鹿半島の東約 130 ㎞） 

（3）震源の深さ  約 24 ㎞ 

（4）規   模  マグニチュード 9.0 

（5）最 大 震 度  震度７（栗原市） 

（6）津   波  7.7ｍ（石巻市鮎川） 7.2ｍ（仙台港） 

          痕跡等から推定した津波の高さ（平成 23 年４月５日仙台管区気象台発表） 

          ※参考：東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループによる推定 

                南三陸町志津川 15.9m 女川漁港 14.8m 南三陸町歌津 14.7m 

【浸水概況】  面  積：県土の約 4.5%に当たる 327 ヘクタールが浸水 

                人  口：県全体の 14.2%に当たる約 33 万２千人（約 11万 7 千世帯） 

                 事業所数：県全体の 22.7％に当たる約２万５千事業所（従業者数約 22 万３千人） 

  

 

２ 被害・復旧の状況（５月 19 日現在・余震による被害を含む） 

(1)  人的被害（継続調査中)                     （単位：人） 

死亡者 安否不明者 重 症 軽  傷 

8,883 人 5,512 人 64 人 3,347 人 

 

(2)  住家・非住家被害（継続調査中）                （単位：棟） 

全 壊 半 壊 一部破損 床上浸水 床下浸水 非住家被害 

62,736 16,103 19,188 125 2,280 15,331 

 

(3) 避難の状況（ピーク時） 

区  分 ピーク時（３月 14 日） ５月 19 日現在 

避 難 所 数 1,183 施設（35市町村） 400 施設（29 市町村） 

避 難 者 数 320,885 人 30,997 人 

  ※被害の大きかった沿岸部の市町村を中心に，３月 28日に応急仮設住宅建設着工 

  ※建設必要戸数見込み：約２万３千戸，着工済み戸数：約１万４千戸 

 

(4) ライフライン関係被害（ピーク時） 

区   分 ピーク時 ５月 19 日現在 

電気（停電戸数） 1,545,494 戸 津波の被害を受けた地域を除きほぼ復旧済み 

水道（供給支障） 35 市町村 〃 

ガス（供給支障） 13 市町 〃 

  

 

資料２ 
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（5）公共交通機関 

      鉄 道    沿岸部を中心に不通区間あり 

 

（6）産業別被害状況 

  詳細な被害状況は不明だが，各地区の経済活動別特化係数・総生産の構成比などから 

みると，沿岸部の地域（仙台市を除く)では，水産業や製造業に大きなダメージを与え 

ている可能性が高い。 

 

 （7）その他の主な被害  

   （土木施設） 

     道路施設  県管理道路 106 路線で規制（267 箇所），落橋 12箇所 

     河川施設  県内 125 河川（508 箇所）で被災 

     港湾施設  取付護岸の崩壊，エプロン沈下，コンテナ流出など 

     空港施設  浸水により滑走路の使用不可，空港ビルは中２階部分まで水没 

   （農林水産施設） 

     漁港施設  142 漁港のすべてが被災 

     漁船関係  約 90％に当たる１万２千隻が流出・陸に打ち上げられるなどの被害 

     耕地面積の１割弱に当たる約１万３千ヘクタールが浸水 

 

 

  ３  教育関係の被害状況等（県教育委員会関係分・余震による被害を含む・特に記載のな 

いものは５月 19日現在）            

(1) 人的被害（調査継続中）                    

区分（公立学校） 
幼児・児童・生徒 教職員 

死亡者 安否不明者 死亡者 安否不明者 

幼 稚 園 ７人 ２人 ０人 ０人 

小 学 校 １５５人 ２８人 １１人 ３人 

中 学 校 ６１人 １４人 ３人 ０人 

高 等 学 校 ６７人 ２０人 ０人 ０人 

中 等 教 育 学 校 ０人 ０人 ０人 ０人 

特 別 支 援 学 校 ５人 ０人 １人 ０人 

計 ２９５人 ６４人 １５人 ３人 

    

(2) 施設被害（調査継続中）             

     イ 被害施設数・被害額             （単位：校（施設）・億円） 

区  分 校(施設)数 被害額 摘   要 

県 立 学 校 ９１ ２６５ 教職員宿舎２施設の被害額を含む 

市町村立学校 ６４８ ４７９ 共同調理場４４施設の被害額を含む 

社会教育施設 ５７１ ２８２  

文化財施設等 ２７３ 調査中  

計 １，５８３ １，０２６  

      ロ 校舎等の使用が当面の間困難な学校               

小学校 中学校 県立高校 市立高校 

３１校 １８校 ４校 １校 
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    ４  震災関連データ等 

（1） 避難状況 

イ 県立学校・社会教育施設 

区 分 ピーク時 ５月 16 日現在 

避 難 所 数 ２２校(施設) ７校（施設） 

避 難 者 数 約７，３００人 １，０９０人 

  ロ 市町村立学校 

区 分 ピーク時 ５月 19 日現在 

小 学 校 ９４校 ３８校（約４，２００人） 

中 学 校 ５２校 ２８校(約４，７００人) 

高 等 学 校 １校 １校(６０人) 

計 １４７校 ６７校 

     ※ピーク時には仙台市分を含まず。ピーク時の正確な避難者数は不明。 

     ※（ ）内は避難者数で，５月 18 日時点のもの。 

 

  (2) 高等学校卒業予定者の就職内定状況              (単位：％・人) 

区  分 
平成 23 年 

３ 月 末 

前年度 

同 期 

就職内定取消し状況等 

平成 23 年３月末 ４月末 

宮城県 ８７．６ ９０．９ 

内定取消           １００ 

採用繰り下げ(自宅待機を含む） ５４９ 

その他（配置転換等）      ３７ 

１５１ 

３２７ 

１３ 

全 国 ９３．２ ９１．６ － 

     ※国立，公立，私立を含む。 

     ※全国値は震災の影響により調査が困難な学校を除外 

      


